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湿式外断熱工法を展望する

お茶の水女子大学
生活科学部教授

田中辰明

(月刊建材フォーラム2005年11月号より抜粋）
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外断熱で暮らす

湿式外断熱工法を展望する

外断熱工法とは

■

コンクリート建築の外断熱工法には、

①断熱材が建物躯体の外側にあるので、

建物が服を着たようになり外気温度や

日射の変動から保誠される。したがっ

て建物躯体にひび割れが入りにくい。

②コンクリーl､の熱容IItが室内側に入

るので、暖房が切れても急激に室温が

変化しない。Ir1様に夏季は冷房が切れ

ても急激に室温が上昇することは無

い。すなわち快適性に常む。

③室内から屋外にスムーズに水蒸気が

抜け、駿休の内部に結撫を起こすこと

がない。従って壁内結辮を起こすこと

もなくカビが生えない。カビを餌とし

て集まってくるダニの被害からも解放

される。

④既存の建物に断熱改修を行いやすい。

極端な場合は室内側をコンクリート打

ち放しのまま仕_上げることが可能にな

るので、壁紙の接粁剤や塗料から出る

揮発性化学物質からも解放される、

などの長所がある。よく外断熱工法と

内断熱工法の比絞などが示されている

場合があるが、熱興流率はどちらも岡

じであるから竹エネルギー的には変り

が無い、などとする意見もある。しか
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お茶の水女子大学
生活科学部教授

田中辰明

し建築の外皮は、熱と同llfに水蒸気も

移動を行っている。

熱と水蒸気の同時移動が非定常で解

析できるプログラムにドイツのブラウ

ンホーファー研究所が開発したWUFI

(ヴフィー）がある。これは使川しや

すく、あらゆる建材のデーターと気象

条件が入っている。このプログラムで

解析を行うと、日本の多くの土地で外

|折熱工法が有利であることが歴然とし

てくる。当然寒地である北海道など北

部はさらに有利になるし、南部である

那覇では不利になることも判る。この

ことについては本誌で筆者の研究室に

所属する杣本玲が解説を行う。

欧州では殆どの建物が外断熱工法で

施工されるが、我が国では外断熱で施

工される建物は極めて例外であった。

筆者は1973年12月までベルリン~l二科大

学で建築物理学を研究し、建物の断熱

は外側に行うものであることを学ん

だ。1973年は石油危機が起きた年であ

り、筆者もそれと同時に帰国、国内で

も代替エネルギーに関する研究開発が

聡んになった。太陽熱を利用し、冷I暖

房給湯をする国家プロジェクl､「サン

シャイン計画」も始まり、筆者もそれ

に参加した。ここで、単位而枇あたり

では希薄なエネルギーである太陽熱を

写真1外断熱工法を施したソーラーハウス

利ﾊ]して冷暖房を行うのであれば、建

物自体を省エネルギー的に建てなけれ

ばいけないと考え、ドイツ式の発泡ス

チレン10cmの断熱材を使用した外断熱

工法を採用した。

しかしこれは国家プロジェクトであ

ったので、建築施工の学識経験者のご

意兇を伺うというプロセスがあった。

しかし当時の施工の専門家は外断熱に

経験が無く、さんざんのご意見を賜っ

た。ドイツではよくても日本は気候が

連う、発泡スチレンを外側に張ったの

では2～3年でひび割れが入る、冬は良

いかも知れないが、夏は考えが逆にな

るので、夏に結露が起きるなど。この

ような反対意見は多数あったが、どう

にか当時の通産省の賛意を得て外断熱

施工をすることが出来た。しかしこの

試験住宅は太'場熱利用の研究が主目的

であったので、その実験が終了すると
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建物は取り壊され、外断熱自体の耐

久性などは証Iﾘ'されないままプロジ

ェクトは終了した。これと並行して

当時の日本住宅公団の試験場でも同

様の試験が行われたが、研究終了と

同時に建物は取り壊された。仕方が

無く、筆者は1980年に自宅を作ると

きに、これなら耐久性試験も行える

であろうと考え、ここで外断熱工法

を実施した次第である（写真1)。

採用した工法はサンシャイン計画

で行った外断熱工法と同じ密濁式の

湿式工法であった。すでに25年が経

過しているが、損傷も無くill'li足して

いる。むしろ近隣の|司じ時期に建設

された住宅に比べ表面が汚染されな

い、ひび割れが全く無い、心配して

下さった夏型結露など全く生じない

など。20年経過した時点で縦宅の改

修を行ったが、当然窓周りのコーキ

ング材料は交換を覚悟していた。し

かし、いざ開けてみるとコーキング

材料も外断熱材料と共にフレキシブ

ルに動いており損傷は無く交換の必

要は無かった。建物が汚れにくいと

いうのも理解しにくい点であるが、

汚れは結露が原因となる。[lに見え

ない結露であってもこれが塵嶢を引

きつけ、よごれの原因となり発生す

る。外断熱を行うと建物外側にも結

露は起こらず、汚れにくいというこ

とになる。

外断熱工法は我が国でも当然にも

っと早期に蒋及してしかるべきもの

と考えていたが、現実はそうでもな

かった。我が国でも外断熱工法を試

みる気運も高まりつつあるが、価格

的な問題や設計経験がない、施工経

験が無いといった問題から必ずしも

瞥及が順調とはいかない。

持集／外断熱で暮らす

蕊
写真2旧東ベルリンで外断熱改修を行う集合住宅

写真3旧東ベルリンで外断熱改修が修了した集合住宅

従来ドイツの建築は断熱がしっか

り施されていた。これが度癒なる断

熱条令の改正強化で断熱材の厚さが

jWしている。断熱は一般に外|断熱で

行われる。プレハブ住宅の場合は外

壁全体が断熱材で椛成されていると

いって過言ではない。外断熱工法は

ドイツで発展普及してきたT法であ

るが、外断熱には2つの方式があり、

兼背は通気層のある外断熱と通気屑

の無い外断熱に分けて評価してきた。

ドイツでは通気ﾙ#のある外|断熱を

(HintenliiftungWiirmediimmsystem:

背而通気断熱システム）、通気隙

の無い外|断熱を複合断熱システム

(Wiirmedammvel･bundsystem:

WDVS)と呼び法律用語にもなってい

る。そしてこの通気屑の無い外断熱

が湿式外断熱である。

湿式外断熱工事の実際

■

通気層のある外断熱は一般的に大

型の建物に採用される。通気層のな

い外|析熱は小型建築物に採用される

場合が多かったが最近では大型建築

物に採用される場合も出てきた。断

熱材として最近は高密度ロックウー

ル（我が|玉1ではロックウール板とも呼

ばれる）、もしくは発泡スチレン板が

よく使川されている。

写真2～写真3に旧東ベルリンで行

われた雌合住宅の外|析熱改修を行っ

た例を示す。旧東ドイツではI断熱の

レベルが低く統一後は外|断熱改修を

2005年11月号●建材フォーラム7



外断熱に関係する欧州規格(EN)

･DINEN143181WamlediimmstoffirGebiiude-AndenVerwendungsstellehergesteUteWiirmedammungausdispensieltem

Pobﾉu1℃than(PUR)-schaum-'Ibill;SpezinkationmrdasSchaumWstemvordemEinbau;DeutscheFhss皿唱prEN143182002(MaIz
2002)（建築用断熱材一施工現場で製造される発泡ポリウレタン、1部；仕上げ前の発泡システムの特性）

･DNEN13162WiirmedammstoHbnirGebiudeWerkmissighelges蛇utePmdukteausMineralwole(MW)Spezmkadon(Oktober

2001)(建築用断熱材一工場生産による鉱物ウールの特性）

･DINEN14165WamledammsmffiirGebnudeWerkmissigheIges""UteR℃dukteausPOyul巴thanHaltschaum(PUR)Spezinkation

DeutscheFassungEN13165:2001(Oktober2001)(建築用断熱材一工場生産による硬質発泡ポリウレタンの特性）

･DINEN13171Warmedmmmsto"価rGebaudeWerkmiissighelgestellteProdukteausHol乱asem(WF)SpazinkationDeutscche

FHssungEN13171;2001(建築用断熱材一工場生産による木毛繊維の特性）
･EN13500WiimledimmsmfefirGebaude-AussenseiUgeWamledimmdVerbmdsysteme(WDVS)ausMmralwoUe-Spezifkadon

(Aplil2003)(建築用断熱材一鉱物ウールによる通気屑の無い外断熱の特性）
･DINEN13495WiirmedammstoffefiirdasBauwesenBestimuungderAussenseitigenWiirmedammvelbundsystemen(WDVS)

(SChaumblockvelthlen)DeutscheFassungEN13495:2"2(Fbbmar2003)(建築用断熱材一発泡法による通気層の無い外断熱シ
ステムの特性）

･DINEN13496WiimledammstoffirdasBauwesenBesiimmungdermechanischenEigenschanenvonGlasmseIgewerbeDeutsche

FassungEN13496:2002(Fbbmar2003)(建築用断熱材一グラスファイバーメッシュの機械的特性の決定）

･DINEN13497WarmediimmstoffefUrdasBauwesenBestimmungderSchlagfestigkeitvonaussenseitigen

Wamlediimmverbundsyrmen(WDVS)DeutscheFassungEN13497:2N2(Fbbmar2003)(建築用断熱材一通気層の無い外断熱
システムの衝撃強度の決定）

行っている例が多い。

我が国においても建物の長期使用に

心がけないと、資源の有効利用、産業

廃棄物問題など重要な懸案事項の解決

に至らない。ドイツで外断熱工事を行

っている会社は左官業､塗装業が多く、

これらが指導的立場に立っている。ま

たこれら業種がBadenBadenに湿式外

断熱の協会を作り工事に当り標準の仕

様書を作成したり啓蒙活動を行って

いる。協会の会長はWolfgangSetzler

博士で所在地はFremersbelgerstrasse

33,76530BadenBadenで協会の

名称はFachverbandWarmediimm-

VerbundWstemee.V.という。

国際化と外断熱工法

… …I 蝿｡'齢

我が国では日本工業規格JISが電要

であったが、グローバリゼーション

と共に国際規格ISOが重要視されるよ

うになった。工業国は欧州に多く、

8建材フォーラム●2005年ll月号

欧州は欧州迎合EUでの欧州規格(EN)

作りに熱心である。最近では欧州規

格がISOと同時に審査され国際規格

ISOになる事が多い。ドイツは規格作

りに熱心で、ドイツエ業規格(DIN)

は定評があった。湿式外断熱に関し

ても本来DINであったものが欧州の規

格委員会に提案され、審議の結果EN

になったものも多い。これらは近々

ISOとなる可能性が高いものである。

ISOTC163という断熱に関する国際規

格の会議が東京の日本建築センター

で2005年10月3日から1週間開催され、

ここで欧州規格の国際規格化の審議

に入ることが決定された。湿式外断

熱に関係する主なる欧州規格を上に

示す。

我が国においても外断熱を単なる

建設工法と考えるのでなく、住宅長

寿命化への可能性を秘めているもの

とし外断熱に取り組む企業も増えて

きた。

真に喜ばしいことではあるが、な

かには大丈夫かとも思われる工法も

ある。外断熱に関する欧州規格が国

際規格化される事で、少なくとも従

来長期にわたりドイツで育ってきた

工法が標準化されることになる。こ

の規格に規定されている工法により

施工すれば誤りは無いと考えられる。

しかし、「国際規格になっている工法

しか使用してはいけない」ということ

になると今度は新しい発展が期待で

きなくなる。国際規格外の工法はそ

れぞれ施工者が十分な試験を行い、

実績が認められてから工事に移せば

よいであろう。健全な外断熱工法が

我が国においても発展していくこと

を望んで止まないものである。
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